
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県教育委員会 

算数チャレンジ大会２０２４ 

予選問題【解説】 



「算数チャレンジ大会２０２４」予選問題 解説 

 

１  

 

１ 答え 

 

① １１７８＋８４６＝ ２０２４ 

        １１７８ 

                      ＋  ８４６  

                        ２０２４ 

 

② ３．７－０．５８＝ ３．１２ 

         ３．７ 

－ ０．５８  

２．１２ 

 

 

③ ７×（８－６）×２＝７×２×２  （   ）の中を最初に計算する 

＝ ２８ 

 

 

④        ＝          ２．４を分数にする 

 

          ＝          通分をする 

 

          ＝          約分をする 

 

 

          ＝ 

 

 

⑤ ８÷０．２＝ ４０ 

                          ４ ０ 

         ０．２．）８．０． 

                          ８ ０ 

                            ０ 

 

１
６
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１
２
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１
６
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１
２
＋
２４
１０

５
３０

＋
１５
３０

＋
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３０

９２
３０

４６
１５

４８ 

１５ 
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「算数チャレンジ大会２０２４」予選問題 解説 

 

 

２ 

 

 

 

この整数で、２５５をわると７あまることから、２５５−７＝２４８  

２４８をわり切れる整数であるということが分かる。 

同じように、２４３−３＝２４０ 

２４０をわり切れる整数であるということが分かる。 

よって、この整数は２４８と２４０をともにわり切れる数（約数）となり、 

２４８と２４０の公約数であることが分かる。 

 

２４８の約数は、１、２、４、８、３１、６２、１２４、２４８ 

２４０の約数は、１、２、４、５、６、８、１０、１２、１５、１６、２０、 

２４、３０、４０、４８、６０、８０、１２０、２４０ 

２つの数の公約数は、 １、２、４、８となる。 

ここで問題文の２５５をわると７あまることからこの整数は７より大きいこと

が分かる。 

よって、条件
じょうけん

を満たすのは８になる。 

 

答え ８ 
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「算数チャレンジ大会２０２４」予選問題 解説 

 

 
２  

１ 

 

 

 

  １２と２８の最小公倍数を求める。 

  ２×２×３×７＝８４ 

  ８４分ごとに同時に出発する。 
  ３０＋８４＝１１４ 
  １１４−６０＝５４ 
 
 
２ 

 
 
 

この平行四辺形は、底辺が６cm、高さが８cm であるので、面積
めんせき

は、 

  ６×８＝４８㎠ である。 

 
 

 

                          

 

 

                   cm 部分が底辺になるように向きを変える。 

 

 

 

 
 
 
 

ここで、平行四辺形の向きを変えると、求める部分が底辺、高さが３cm とみる 

ことができるので、４８÷３＝１６となり、答えは１６cm である。 

答え ９時５４分 

答え １６cm 

cm 

８cm 

６cm 

３cm 

cm 

３cm 

８cm 

面積４８㎠  

- 3 -



「算数チャレンジ大会２０２４」予選問題 解説 

 

 

３  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＢの長さを□cm とする。３つの長方形は同じなので 

  ＢＣの長さと、ＤＥの長さも□cm である。 

  ＢＦの長さが□cm となるように点Ｆをつくり、正方形ＢＦＧＣをつくる。 

  このとき、ＣＨとＦＤの長さは等しくなるので、ＦＤの長さは１２cm。 

  ＡＥの長さは２１cm なので、□３つ分の長さは 

２１－１２＝９（cm） 

  だから、□１つ分の長さは 

    ９÷３＝３（cm） 

  よって、長方形１つ分の面積は 

   （１２＋３）×３＝４５（㎠） 

答え ４５㎠ 

□cm □cm □cm 

□cm 

12cm 

12cm 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 
Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 
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「算数チャレンジ大会２０２４」予選問題 解説 

 

 
４ 

 

 

 

  平成２０年と令和５年のサンマの漁獲量
ぎょかくりょう

を求めるには 

  それぞれの年の漁獲量総計
そうけい

に対するサンマの漁獲量の割合
わりあい

から考えるとよい。 

 

  平成２０年 

    （漁獲量総計） ×（サンマの漁獲量の割合） 

  ＝ ３９２０００ ×  ０．２７      ＝ １０５８４０（トン） 

 

  令和５年 

   （ 漁獲量総計） ×（サンマの漁獲量の割合） 

  ＝ ２１１０００ ×  ０．０２      ＝   ４２２０（トン） 

 

  その差は １０５８４０－４２２０＝１０１６２０（トン） 

 

  よって、サンマの漁獲量は平成２０年に比べ、令和５年は 

  １０１６２０トン 減っている。 

 

 

答え １０１６２０トン 
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「算数チャレンジ大会２０２４」予選問題 解説 

 

 
５  

 

 

 

  コントローラーが使われている時間は、 

（時間）×（コントローラーの台数） だから 

     ６０  ×   ４   ＝２４０（分間） 

  よって、１人あたりがゲームをする時間は、 

    ２４０÷５＝４８（分間） 

 

 

 

 

≪こう考えた人もいるかな？≫ 

５人をＡさん、Ｂさん、Ｃさん、Ｄさん、Ｅさんとして考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５人のうち交代で４人がゲームをする。 

             ↓ 

６０分間を５等分すると、１人１回休むことになるから 

ゲームができるのは、１人あたり４回分になる。 

６０÷５＝１２ 

１２×４＝４８（分間） 

答え ４８分間 
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「算数チャレンジ大会２０２４」予選問題 解説 

 

－７－ 

 
６  

１ 

 

 

 

計算テストの人数から、 

５点が１７人、３点が１１人、２点が６人、１点が２人、全部で６０人なので、 

４点の人数は、 ６０－（１７＋１１＋６＋２）＝２４（人） 

平均点は、 
（５点×１７人＋４点×２４人＋３点×１１人＋２点×６人＋１点×２人）÷６０人 

＝３．８（点） 

 

２ 

 

 

 

①と②を合わせた人数は、図形のテストの人数から、 

５点が１３人、４点が８人＋①、３点が１４人、２点が８人＋②、１点が３人 

だから、 ６０－（１３＋８＋１４＋８＋３）＝１４（人） 

図形のテストの合計点は、３．３×６０＝１９８（点） 

ここで、①と②の点数の合計、４×①＋２×② は、 

１９８－（５×１３＋４×８＋３×１４＋２×８＋１×３）＝４０（点） 

①＋②＝１４（人）なので、 

４×①＋２×②＝４０（点）になるのは、 

①が６（人）、②が８（人） 

 

３ 

 

 

 

計算のテストの平均点３．８点 

図形のテストの平均点３．３点 

だから、両方ともに平均点より 

高いのは、 

計算のテストが４点、５点 

図形のテストが４点、５点の 

児童なので、 

４＋５＋３＋６＝１８（人） 

答え ３．８点 

答え ① ６人 ② ８人 

答え １８人 

６ ８ 



「算数チャレンジ大会２０２４」予選問題 解説 

 

 

７  

 
 
 

①三角形ＡＢＣの高さＡＣを求める。 

面積は１２㎠なので、高さを x とすると 

  ４×x÷２＝１２ となり、 

高さＡＣは６cm となる。 

  

 

②次に、三角形ＡＣＦの底辺の長さを求める。 

  三角形ＡＣＦは小さい三角形が３つ集まった図形と考えると面積は１２×３で

３６㎠となる。 

  高さは６cm なので、底辺を x とすると 

  x×６÷２＝３６ となり、 

底辺ＣＦは１２cm となる。 

 

 

 

 ③最後に、三角形ＣＤＦの高さである直線ＤＧを求める。 

  三角形ＣＤＦは小さい三角形が２つ集まった図形と考えると面積は１２×２で

２４㎠となる。 

  底辺ＣＦは１２cm なので、高さＤＧを x とすると 

  １２×x÷２＝２４ となり、高さＤＧは４cm となる。 

 
 
 
 
  
 

以上のことから、直線ＤＧは４cm となる。 

 

答え ４cm 

G 

D 

１２㎠ 

３６㎠ 

２４㎠ 
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「算数チャレンジ大会２０２４」予選問題 解説 

 

８   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図のように、「問題の正方形」を囲むように、同じ大きさの直角三角形を並べる

と、一辺が１０cm の正方形になる。これを「大きな正方形」とする。 

  「大きな正方形」の面積は、 １０×１０ ＝１００（㎠） 

  直角三角形の面積は、    ７×３÷２＝１０.５ １０.５（㎠） 

  「問題の正方形」を囲んだ直角三角形は４つあるので、 
１０.５×４＝４２（㎠） 

「問題の正方形」の面積は、 １００−４２＝５８（㎠） 

答え ５８㎠ 

３cm 

７cm 

１０cm 

１cm 

１cm 

≪こう考えた人もいるかな？≫ 

正方形の内側に 

直角三角形を作って 

考えることも 

できますね。 
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